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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 290/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 290/06    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 220/26    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年4月18日(2011.4.18)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項２】
　モノマー（Ａ）のモル分率が１～８０％、モノマー（Ｂ）のモル比が０．１～８０％で
あり、そしてモノマー（Ｃ）のモル分率が０．１～８０％であることを特徴とする、請求
項１に記載のコポリマー。 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項３】
　モノマー（Ａ）のモル分率が１０～７０％、モノマー（Ｂ）のモル比が１０～６０％で
あり、そしてモノマー（Ｃ）のモル分率が１０～６０％であることを特徴とする、請求項
１又は２に記載のコポリマー。 
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項４】
　アルキレンオキシド単位（Ａ－Ｏ）ｍ及び（Ｂ－Ｏ）ｎがブロック状に配置されている
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載のコポリマー。 
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項５】
　（Ａ－Ｏ）ｍがプロピレンオキサイド単位であり、そして（Ｂ－Ｏ）ｎがエチレンオキ
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サイド単位であるか、または、（Ａ－Ｏ）ｍがエチレンオキサイド単位であり、そして（
Ｂ－Ｏ）ｎがプロピレンオキサイド単位であり、そしてエチレンオキサイド単位のモル分
率が、エチレンオキサイド単位とプロピレンオキサイド単位との合計を基準として５０～
９８％であることを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載のコポリマー。 
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項６】
　エチレンオキサイド単位のモル分率が、エチレンオキサイド単位とプロピレンオキサイ
ド単位との合計を基準として６０～９５％であることを特徴とする請求項５に記載のコポ
リマー。 
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１２】
　分散剤としての、特に顔料又はフィラーのための、請求項１～１０のいずれか一項に記
載のコポリマーの使用。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１５】
　モノマーのモル分率は、モノマー（Ａ）が１～８０％、モノマー（Ｂ）が０．１～８０
％及びモノマー（Ｃ）が０．１～８０％であるのが好ましい。モノマーのモル分率は、特
に好ましくは、モノマー（Ａ）が１０～７０％、モノマー（Ｂ）が１０～６０％及びモノ
マー（Ｃ）が１０～６０％である。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
　アルキレンオキシド単位（Ａ－Ｏ）ｍ及び（Ｂ－Ｏ）ｎは、ランダムな形態、又は好ま
しい実施形態においては、ブロック状に配置されているができる。ある好ましい実施形態
においては、（Ａ－Ｏ）ｍはエチレンオキサイド単位であり、（Ｂ－Ｏ）ｎはエプロピレ
ンオキサイド単位であり、または、（Ａ－Ｏ）ｍはエチレンオキサイド単位であり、（Ｂ
－Ｏ）ｎはプロピレンオキサイド単位であり、その際、エチレンオキサイド単位のモル分
率は、エチレンオキサイド単位とプロピレンオキサイド単位との合計（１００％）を基準
として、好ましくは５０～９８％、より好ましくは６０～９５％、特に好ましくは７０～
９５％である。原則として、アルキレンオキサイド単位の合計は、ｎ＋ｍ＝２～１０００
であり、好ましくは２～５００、特に２～１００、特に好ましくは５～１００である。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３１
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００３１】
合成例１
攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、２５８
ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量７５０、ＥＯ／ＰＯモル比
６．３）、１３６．４ｇの２－エチルヘキシルメタクリレート、７１．６ｇのスチレン及
び６６０ｍｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の１６．５ｇの１－ドデカンチオールを窒素雰囲
気下投入した。その後、投入物を攪拌しながら８０℃に加熱した。反応温度に到達したと
ころで、１３０ｍｌのイソブタノール中に溶解した１６．５ｇのＡＭＢＮ開始剤を１時間
にわたり添加した。これに続けてその温度でさらに５時間攪拌した。室温まで冷却した後
、減圧下で溶剤を除去した。得られたポリマーのモル質量Ｍｗ＝１５１００ｇ／ｍｏｌ（
ＧＰＣによる、対照試料：ポリエチレングリコール）
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３２】
合成例２
攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、２１０
ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量３５０、ＥＯ／ＰＯモル比
１．７）、７９．２ｇの２－エチルヘキシルメタクリレート、４１．６ｇのスチレン及び
４７０ｍｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の１３．４ｇの１－ドデカンチオールを窒素雰囲気
下投入した。その後、投入物を攪拌しながら８０℃に加熱した。反応温度に到達したとこ
ろで、９５ｍｌのイソブタノール中に溶解した１３．４ｇのＡＭＢＮ開始剤を１時間にわ
たり添加した。これに続けてその温度でさらに５時間攪拌した。室温まで冷却した後、減
圧下で溶剤を除去した。得られたポリマーのモル質量Ｍｗ＝６９００ｇ／ｍｏｌ（ＧＰＣ
による、対照試料：ポリエチレングリコール）
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３３】
合成例３
　攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、２５
８ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量７５０、ＥＯ／ＰＯモル
比６．３）、８７．５ｇのラウリルメタクリレート、３５．８ｇのスチレン及び５３０ｍ
ｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の９．９ｇの１－ドデカンチオールを窒素雰囲気下投入した
。その後、投入物を攪拌しながら８０℃に加熱した。反応温度に到達したところで、１１
０ｍｌのイソブタノール中に溶解した９．９ｇのＡＭＢＮ開始剤を１時間にわたり添加し
た。これに続けてその温度でさらに５時間攪拌した。室温まで冷却した後、減圧下で溶剤
を除去した。得られたポリマーのモル質量Ｍｗ＝１４０００ｇ／ｍｏｌ（ＧＰＣによる、
対照試料：ポリエチレングリコール）
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
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合成例４
　攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、２１
０ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量３５０、ＥＯ／ＰＯモル
比１．７）、１０１．６ｇのラウリルメタクリレート、４１．６ｇのスチレン及び５００
ｍｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の１３．４ｇの１－ドデカンチオールを窒素雰囲気下投入
した。その後、投入物を攪拌しながら８０℃に加熱した。反応温度に到達したところで、
１００ｍｌのイソブタノール中に溶解した１３．４ｇのＡＭＢＮ開始剤を１時間にわたり
添加した。これに続けてその温度でさらに５時間攪拌した。室温まで冷却した後、減圧下
で溶剤を除去した。得られたポリマーのモル質量Ｍｗ＝７７００ｇ／ｍｏｌ（ＧＰＣによ
る、対照試料：ポリエチレングリコール）
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
合成例５
　攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、３６
３ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量１１００、７０％のｔ－
ブタノール中ＥＯ／ＰＯモル比１０．２）、１１７．３ｇのラウリルメタクリレート、４
８．０ｇのスチレン及び７３０ｍｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の１１．１ｇの１－ドデカ
ンチオールを窒素雰囲気下投入した。その後、投入物を攪拌しながら８０℃に加熱した。
反応温度に到達したところで、１５０ｍｌのイソブタノール中に溶解した１１．１ｇのＡ
ＭＢＮ開始剤を１時間にわたり添加した。これに続けてその温度でさらに５時間攪拌した
。室温まで冷却した後、減圧下で溶剤を除去した。得られたポリマーのモル質量Ｍｗ＝２
２０００ｇ／ｍｏｌ（ＧＰＣによる、対照試料：ポリエチレングリコール）
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３６】
合成例６
　攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、４５
２ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量２０００、７０％のｔ－
ブタノール中ＥＯ／ＰＯモル比２０．５）、８０．４ｇのラウリルメタクリレート、３２
．９ｇのスチレン及び７８０ｍｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の７．６ｇの１－ドデカンチ
オールを窒素雰囲気下投入した。その後、投入物を攪拌しながら８０℃に加熱した。反応
温度に到達したところで、１６０ｍｌのイソブタノール中に溶解した７．６ｇのＡＭＢＮ
開始剤を１時間にわたり添加した。これに続けてその温度でさらに５時間攪拌した。室温
まで冷却した後、減圧下で溶剤を除去した。得られたポリマーのモル質量Ｍｗ＝３０５０
０ｇ／ｍｏｌ（ＧＰＣによる、対照試料：ポリエチレングリコール）
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
合成例７
　攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、２１
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０ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量３５０、ＥＯ／ＰＯモル
比１．７）、２０２．８ｇのステアリルメタクリレート、６２．４ｇのスチレン及び６６
０ｍｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の１１．５ｇの１－ドデカンチオールを窒素雰囲気下投
入した。その後、投入物を攪拌しながら８０℃に加熱した。反応温度に到達したところで
、１３０ｍｌのイソブタノール中に溶解した１１．５ｇのＡＭＢＮ開始剤を１時間にわた
り添加した。これに続けてその温度でさらに５時間攪拌した。室温まで冷却した後、減圧
下で溶剤を除去した。得られたポリマーのモル質量Ｍｗ＝８１００ｇ／ｍｏｌ（ＧＰＣに
よる、対照試料：ポリエチレングリコール）
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
合成例８
　攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、２５
８ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量７５０、ＥＯ／ＰＯモル
比６．３）、３８．２ｇのイソボルニルメタクリレート、３０．３ｇのベンジルメタクリ
レート及び４７０ｍｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の１３．２ｇの１－ドデカンチオールを
窒素雰囲気下投入した。その後、投入物を攪拌しながら８０℃に加熱した。反応温度に到
達したところで、１００ｍｌのイソブタノール中に溶解した１３．２ｇのＡＭＢＮ開始剤
を１時間にわたり添加した。これに続けてその温度でさらに５時間攪拌した。室温まで冷
却した後、減圧下で溶剤を除去した。得られたポリマーのモル質量Ｍｗ＝１５０００ｇ／
ｍｏｌ（ＧＰＣによる、対照試料：ポリエチレングリコール）
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３９】
合成例９
　攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、３６
３ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量１１００、７０％のｔ－
ブタノール中ＥＯ／ＰＯモル比１０．２）、３９．３ｇのテトラヒドロフルフリルメタク
リレート、８７．８ｇのフェネチルメタクリレート及び６７０ｍｌのｔｅｒｔ－ブタノー
ル中の８．９ｇの１－ドデカンチオールを窒素雰囲気下投入した。その後、投入物を攪拌
しながら８０℃に加熱した。反応温度に到達したところで、１３０ｍｌのイソブタノール
中に溶解した８．９ｇのＡＭＢＮ開始剤を１時間にわたり添加した。これに続けてその温
度でさらに５時間攪拌した。室温まで冷却した後、減圧下で溶剤を除去した。得られたポ
リマーのモル質量Ｍｗ＝２５８００ｇ／ｍｏｌ（ＧＰＣによる、対照試料：ポリエチレン
グリコール）
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】
合成例１０
　攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、４５
２ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量２０００、７０％のｔ－
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ブタノール中ＥＯ／ＰＯモル比２０．５）、２５．０ｇの２－エトキシエチルメタクリレ
ート、２９．７ｇの１－ビニルイミダゾール及び７００ｍｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の
６．１ｇの１－ドデカンチオールを窒素雰囲気下投入した。その後、投入物を攪拌しなが
ら８０℃に加熱した。反応温度に到達したところで、１４０ｍｌのイソブタノール中に溶
解した６．１ｇのＡＭＢＮ開始剤を１時間にわたり添加した。これに続けてその温度でさ
らに５時間攪拌した。室温まで冷却した後、減圧下で溶剤を除去した。得られたポリマー
のモル質量Ｍｗ＝２６０００ｇ／ｍｏｌ（ＧＰＣによる、対照試料：ポリエチレングリコ
ール）
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
合成例１１
　攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、２１
０ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量３５０、ＥＯ／ＰＯモル
比１．７）、６９．０ｇのラウリルアクリレート、５２．８ｇのベンジルメタクリレート
及び４８０ｍｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の１５．３ｇの１－ドデカンチオールを窒素雰
囲気下投入した。その後、投入物を攪拌しながら８０℃に加熱した。反応温度に到達した
ところで、１００ｍｌのイソブタノール中に溶解した１５．３ｇのＡＭＢＮ開始剤を１時
間にわたり添加した。これに続けてその温度でさらに５時間攪拌した。室温まで冷却した
後、減圧下で溶剤を除去した。得られたポリマーのモル質量Ｍｗ＝７７００ｇ／ｍｏｌ（
ＧＰＣによる、対照試料：ポリエチレングリコール）
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
合成例１２
　攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、２５
８ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量７５０、ＥＯ／ＰＯモル
比６．３）、３８．２ｇの１－ビニル－２－ピロリドン、１０７．３ｇのスチレン及び５
８０ｍｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の１６．５ｇの１－ドデカンチオールを窒素雰囲気下
投入した。その後、投入物を攪拌しながら８０℃に加熱した。反応温度に到達したところ
で、１２０ｍｌのイソブタノール中に溶解した１６．５ｇのＡＭＢＮ開始剤を１時間にわ
たり添加した。これに続けてその温度でさらに５時間攪拌した。室温まで冷却した後、減
圧下で溶剤を除去した。得られたポリマーのモル質量Ｍｗ＝１２１００ｇ／ｍｏｌ（ＧＰ
Ｃによる、対照試料：ポリエチレングリコール）
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
合成例１３
　攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、４５
２ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量２０００、７０％のｔ－
ブタノール中ＥＯ／ＰＯモル比２０．５）、３１．３ｇの２－エチルヘキシルメタクリレ
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ート、２７．８ｇのベンジルメタクリレート及び７００ｍｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の
４．６ｇの１－ドデカンチオールを窒素雰囲気下投入した。その後、投入物を攪拌しなが
ら８０℃に加熱した。反応温度に到達したところで、１４０ｍｌのイソブタノール中に溶
解した４．６ｇのＡＭＢＮ開始剤を１時間にわたり添加した。これに続けてその温度でさ
らに５時間攪拌した。室温まで冷却した後、減圧下で溶剤を除去した。得られたポリマー
のモル質量Ｍｗ＝２７０００ｇ／ｍｏｌ（ＧＰＣによる、対照試料：ポリエチレングリコ
ール）
【誤訳訂正２２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４４】
合成例１４
　攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、３６
３ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量１１００、７０％のｔ－
ブタノール中ＥＯ／ＰＯモル比１０．２）、５８．７ｇのラウリルメタクリレート、４３
．９ｇのフェネチルメタクリレート及び６３０ｍｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の６．７ｇ
の１－ドデカンチオールを窒素雰囲気下投入した。その後、投入物を攪拌しながら８０℃
に加熱した。反応温度に到達したところで、１３０ｍｌのイソブタノール中に溶解した６
．７ｇのＡＭＢＮ開始剤を１時間にわたり添加した。これに続けてその温度でさらに５時
間攪拌した。室温まで冷却した後、減圧下で溶剤を除去した。得られたポリマーのモル質
量Ｍｗ＝２３０００ｇ／ｍｏｌ（ＧＰＣによる、対照試料：ポリエチレングリコール）
【誤訳訂正２３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４５】
合成例１５
　攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、２５
８ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量７５０、ＥＯ／ＰＯモル
比６．３）、１１６．３ｇのステアリルメタクリレート、７０．９ｇの２－フェノキシエ
チルメタクリレート及び６２０ｍｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の９．９ｇの１－ドデカン
チオールを窒素雰囲気下投入した。その後、投入物を攪拌しながら８０℃に加熱した。反
応温度に到達したところで、１２０ｍｌのイソブタノール中に溶解した９．９ｇのＡＭＢ
Ｎ開始剤を１時間にわたり添加した。これに続けてその温度でさらに５時間攪拌した。室
温まで冷却した後、減圧下で溶剤を除去した。得られたポリマーのモル質量Ｍｗ＝１１２
００ｇ／ｍｏｌ（ＧＰＣによる、対照試料：ポリエチレングリコール）
【誤訳訂正２４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
合成例１６
　攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、２１
０ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量３５０、ＥＯ／ＰＯモル
比０．４３）、７２．０ｇのラウリルアクリレート、５２．８ｇのベンジルメタクリレー
ト及び４８０ｍｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の１１．１ｇの１－ドデカンチオールを窒素
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雰囲気下投入した。その後、投入物を攪拌しながら８０℃に加熱した。反応温度に到達し
たところで、１００ｍｌのイソブタノール中に溶解した１１．１ｇのＡＭＢＮ開始剤を１
時間にわたり添加した。これに続けてその温度でさらに５時間攪拌した。室温まで冷却し
た後、減圧下で溶剤を除去した。得られたポリマーのモル質量Ｍｗ＝８４００ｇ／ｍｏｌ
（ＧＰＣによる、対照試料：ポリエチレングリコール）
【誤訳訂正２５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４７】
合成例１７
　攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、２５
８ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量７５０、ＥＯ／ＰＯモル
比０．２２）、８７．５ｇのラウリルメタクリレート、３５．８ｇのスチレン及び５３０
ｍｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の９．９ｇの１－ドデカンチオールを窒素雰囲気下投入し
た。その後、投入物を攪拌しながら８０℃に加熱した。反応温度に到達したところで、１
１０ｍｌのイソブタノール中に溶解した９．９ｇのＡＭＢＮ開始剤を１時間にわたり添加
した。これに続けてその温度でさらに５時間攪拌した。室温まで冷却した後、減圧下で溶
剤を除去した。得られたポリマーのモル質量Ｍｗ＝１０７００ｇ／ｍｏｌ（ＧＰＣによる
、対照試料：ポリエチレングリコール）
【誤訳訂正２６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
合成例１８
　攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、３６
３ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量１１００、７０％のｔ－
ブタノール中ＥＯ／ＰＯモル比０．３０）、５８．７ｇのラウリルメタクリレート、４３
．９gのフェネチルメタクリレート及び６３０ｍｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の６．７ｇ
の１－ドデカンチオールを窒素雰囲気下投入した。その後、投入物を攪拌しながら８０℃
に加熱した。反応温度に到達したところで、１３０ｍｌのイソブタノール中に溶解した６
．７ｇのＡＭＢＮ開始剤を１時間にわたり添加した。これに続けてその温度でさらに５時
間攪拌した。室温まで冷却した後、減圧下で溶剤を除去した。得られたポリマーのモル質
量Ｍｗ＝２４０００ｇ／ｍｏｌ（ＧＰＣによる、対照試料：ポリエチレングリコール）
【誤訳訂正２７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４９】
合成例１９
　攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、３８
８ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量７５０、ＥＯ／ＰＯモル
比６．３）、６８．２ｇの２－エチルヘキシルメタクリレート、３５．８ｇのスチレン及
び６６０ｍｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の１１．６ｇの１－ドデカンチオールを窒素雰囲
気下投入した。その後、投入物を攪拌しながら８０℃に加熱した。反応温度に到達したと
ころで、１３０ｍｌのイソブタノール中に溶解した１１．６ｇのＡＭＢＮ開始剤を１時間
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にわたり添加した。これに続けてその温度でさらに５時間攪拌した。室温まで冷却した後
、減圧下で溶剤を除去した。得られたポリマーのモル質量Ｍｗ＝１５０００ｇ／ｍｏｌ（
ＧＰＣによる、対照試料：ポリエチレングリコール）
【誤訳訂正２８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５０】
合成例２０
　攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、５１
７ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量７５０、ＥＯ／ＰＯモル
比６．３）、６８．２ｇの２－エチルヘキシルメタクリレート、３５．８ｇのスチレン及
び４７０ｍｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の１３．２ｇの１－ドデカンチオールを窒素雰囲
気下投入した。その後、投入物を攪拌しながら８０℃に加熱した。反応温度に到達したと
ころで、１００ｍｌのイソブタノール中に溶解した１３．２ｇのＡＭＢＮ開始剤を１時間
にわたり添加した。これに続けてその温度でさらに５時間攪拌した。室温まで冷却した後
、減圧下で溶剤を除去した。得られたポリマーのモル質量Ｍｗ＝１００００ｇ／ｍｏｌ（
ＧＰＣによる、対照試料：ポリエチレングリコール）
【誤訳訂正２９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５１】
合成例２１
　攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、２８
０ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量３５０、ＥＯ／ＰＯモル
比１．７）、７９．２ｇの２－エチルヘキシルメタクリレート、４１．６ｇのスチレン及
び４８０ｍｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の１５．３ｇの１－ドデカンチオールを窒素雰囲
気下投入した。その後、投入物を攪拌しながら８０℃に加熱した。反応温度に到達したと
ころで、１００ｍｌのイソブタノール中に溶解した１５．３ｇのＡＭＢＮ開始剤を１時間
にわたり添加した。これに続けてその温度でさらに５時間攪拌した。室温まで冷却した後
、減圧下で溶剤を除去した。得られたポリマーのモル質量Ｍｗ＝１３５００ｇ／ｍｏｌ（
ＧＰＣによる、対照試料：ポリエチレングリコール）
【誤訳訂正３０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５２】
合成例２２
　攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、３８
７ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量７５０、ＥＯ／ＰＯモル
比６．３）、８７．５ｇのラウリルメタクリレート、３５．８ｇのスチレン及び６６０ｍ
ｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の１１．６ｇの１－ドデカンチオールを窒素雰囲気下投入し
た。その後、投入物を攪拌しながら８０℃に加熱した。反応温度に到達したところで、１
３０ｍｌのイソブタノール中に溶解した１１．６ｇのＡＭＢＮ開始剤を１時間にわたり添
加した。これに続けてその温度でさらに５時間攪拌した。室温まで冷却した後、減圧下で
溶剤を除去した。得られたポリマーのモル質量Ｍｗ＝９７００ｇ／ｍｏｌ（ＧＰＣによる
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、対照試料：ポリエチレングリコール）
【誤訳訂正３１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５３】
合成例２３
　攪拌器、還流冷却器、内部温度計及び窒素注入口を有するフラスコ中に、最初に、２６
７ｇのポリアルキレングリコールモノメタクリレート（モル質量３５０、ＥＯ／ＰＯモル
比１．７）、１０１．６ｇのラウリルメタクリレート、４１．６ｇのスチレン及び４８０
ｍｌのｔｅｒｔ－ブタノール中の１５．３ｇの１－ドデカンチオールを窒素雰囲気下投入
した。その後、投入物を攪拌しながら８０℃に加熱した。反応温度に到達したところで、
１００ｍｌのイソブタノール中に溶解した１５．３ｇのＡＭＢＮ開始剤を１時間にわたり
添加した。これに続けてその温度でさらに５時間攪拌した。室温まで冷却した後、減圧下
で溶剤を除去した。得られたポリマーのモル質量Ｍｗ＝１２０００ｇ／ｍｏｌ（ＧＰＣに
よる、対照試料：ポリエチレングリコール）
【誤訳訂正３２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５６】
顔料配合物の評価
色彩強度及び色相はＤＩＮ５５９８６に従い測定した。摩擦試験（Ｒｕｂ－Ｏｕｔ－Ｔｅ
ｓｔ）は、分散ペイントと顔料分散体とを混合した後、分散ペイントをペイントカードに
塗布した。その後、適用されたコーティングのうちペイントカードの下部を指で摩擦した
。その時、近接の後処理していない部分と比較して摩擦部分が強い色又は輝く色を有して
いる場合は、不適合性が存在した（独国特許発明２６３８９４６号明細書に記載の摩擦試
験（Ｒｕｂ－Ｏｕｔ－Ｔｅｓｔ））。色彩強度と適合性は着色すべき媒体と共に、外装用
の分散ペイントを使用して測定した（水性２０％ＴｉＯ２）。
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